
 

 

 

 

 第第第第 13131313 回回回回        例例例例    会会会会    報報報報    告告告告        2012012012013.103.103.103.10....4444        通算通算通算通算 1111508508508508 回回回回    

    

・ガバナー公式訪問・ガバナー公式訪問・ガバナー公式訪問・ガバナー公式訪問    

例会に先立ち、葭本ガバナーをお迎えし、クラブ協

議会を開催いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ協議会 
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クラブ協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

葭本ガバナー総評 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ協議会 佐藤玄史会長謝辞 



 

 

 

 

 

 

 

 

長江パストガバナー補佐謝辞 

 

 

 

 

 

 

 

 

葭本ガバナー・北川ガバナー補佐 

佐藤玄史会長・佐藤了幹事と記念撮影 

 

 

・・・・点点点点 鐘鐘鐘鐘         佐藤玄史会長 

    

・・・・ロ ー タ リ ー ソ ンロ ー タ リ ー ソ ンロ ー タ リ ー ソ ンロ ー タ リ ー ソ ン ググググ    

｢君が代｣ ｢奉仕の理想｣ ｢四つのテスト｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソングリーダー 上川原 昭会員 

 

 

・・・・お客様と来訪ロータリアンの紹介お客様と来訪ロータリアンの紹介お客様と来訪ロータリアンの紹介お客様と来訪ロータリアンの紹介    

国際ロータリー第 2500地区ガバナー 葭本正美様 

国際ロータリー第 2500地区 地区幹事 漆崎隆様 

国際ロータリー第 2500地区 

地区副幹事 渡部哲夫様 

国際ロータリー第 2500地区 

第 7分区ガバナー補佐 北川健二様 

国際ロータリー第 2500地区 

第 7分区ガバナー補佐幹事 田村憲一郎様 

 

 

・・・・会 長 挨会 長 挨会 長 挨会 長 挨 拶拶拶拶    

    

    

    

    

    

    

    

    

こんばんは、本日はガバナー公式訪問例会です。会

長幹事懇談会・クラブ協議会そして公式訪問例会と

クラブとしても一大行事です。 

葭本ガバナーを迎えての公式訪問例会です。2500

地区 66 クラブを訪問する大変な仕事です。改めて

お礼を申し上げます。南ロータリークラブの活動の

今後のご指導と合せてご協力をこの訪問例会で当ク

ラブへの御尽力していただきありがとうございまし

た。今後の活動の指針とさせていただきます。 

あわせて、本日は夜間例会ですので、葭本ガバナー

の歓迎懇親会で労をねぎらうことといたします。よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

・・・・幹幹幹幹 事 報事 報事 報事 報 告告告告    

****    釧路西 RCよりクラブ活動計画書あわせて根室Ｒ

Ｃより 10 月のプログラムとクラブ会報、釧路北

ＲＣ・釧路東ＲＣより 10 月例会プログラムを拝

受しております。並びに釧路北ローターアクトク

ラブよりダンススクールでエクササイズをと 10

月 7日参加の案内が来ております。回覧しており

ますが、参加希望者は幹事まで。 

****    平成 25 年度「赤い羽根共同募金」及び「歳末た

すあい募金」運動へのご協力のお願いがきており

ます。回覧しております。 



****    当クラブへ国際ロータリー第 2530 地区福島中央

ロータリークラブ坂本会長より東日本大震災に

対しまして、摩周湖の水支援に対しまして、感謝

状が届いております。 

 

 

・・・・委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告 

親睦委員会親睦委員会親睦委員会親睦委員会    

・本日のニコニコ献金 

 葭本ガバナーよりお志をいただきました。 

 

 

 

・本日のプログラム・本日のプログラム・本日のプログラム・本日のプログラム    

「「「「    ガバナー公式訪問ガバナー公式訪問ガバナー公式訪問ガバナー公式訪問    」」」」        

                                                                    担当担当担当担当    会長・幹事会長・幹事会長・幹事会長・幹事    

 

 

 

 

 

 

 

 

乾杯の音頭 伊東会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北川健二第7分区ガバナー補佐ご挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

葭本ガバナー講演 

皆さん、あらためましてこんばんは。先ほどの協議

会の延長でございますので自己紹介はさておきま

して、私は、今年だけは簡単に「ロータリーはいか

に楽しむのか」を主張していきたいと思います。今

年は楽しく、簡単・明瞭に話していきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。国際協議会が

開催されましたのは、サンディエゴという町で行わ

れました。サンディエゴは、メキシコのすぐ傍にあ

ります。ここに、空母ミッドウェーがあり、太平洋

艦隊の基地がありまして、ここに世界中から534人

のガバナーが来ておりまして、役員や奥さん方を入

れますと、約 2000 人規模の国際協議会です。その

中で、私達が釧路北ロータリークラブの時に青少年

交換事業で預かり、お世話した青少年ビクター君が

サンディエゴに住んでおりまして、その子とここで

会うことができました。日本を離れ、年数も経って

いるのに、いまだに 40 歳の中年に「お父さん」と

呼ばれ、複雑な気持ちでしたが、ロータリーの素晴

らしさを味わってきた訳でございます。 

次に、ポリオの話は先程お話させていただきました

ので流させていただきます。会場には各国の国旗が

並んでおりまして、地図もありました。そこでロン

バート会長さんは、誇らかな顔で言っております。



ロンバートさんはお金集めに一生懸命な方でして、

ロータリーは親睦団体ではなく慈善団体だというこ

とをロンバート会長さんは強調しており、寄付をた

くさんお願いしたいということを言っております。

粧業奉仕とかはもちろん重要なことなのですが実際

具体的に人を助けるということがどういうことか、

どういうことが出来ますかというと、やはりロータ

リークラブに属していないと出来ないのです。1万

円あるから人助けに行きましょうと言っても1万円

じゃあ何も出来ないのです。ロータリー財団の、ロ

ータリーの力がなければ出来ない訳ですから昼ご飯

を食べるだけではなくて、何か世界に良いことをし

ようと言う事が大切ではないかと私は思います。こ

の写真は、ロータリーの国際協議会のネットで最初

のページです。この方が私の恐い奥さんでして、美

人は3日で飽きるけれどもブスは3日で慣れると言

いどちらかは解りませんけれどもそういうことです。

ここで東京音頭を踊りました。私がいて、田中直前

会長がいます。ＲＩ会長とロンバート会長エレクト

に挟まれて手拍子をしたという貴重な私の思い出の

写真です。私は寄付を取られるかと思ってビクビク

しておりましたが、何とかクリア致しました。そこ

でロンバート会長さんを囲んで、この方が東京ロー

タリークラブの議長で舟木さんという方で、初めて

女性のガバナーでございまして、ロータリー財団の

研修会でポンと2500万円を出しますと言いまして、

お金のある人は、お金のあるような行動をするもの

だなと思いました。これも伊東代議士が頑張って自

民党政権になったからではないかと思います。ロー

タリーの奉仕は私たちが考えているよりズーット大

事であると言う事を、ジョンヒューゴ事務総長が言

っております。事務総長とは我々が考えている以上

に偉い人でロータリーの会長は毎年変わりますが、

事務総長は殆ど変りません。10年間程変わりません

ので、非常に力を持っております。それはそれと致

しまして我々の奉仕は大切なのだ、そこで私の標語

としましては、「讃えよう 地域を！クラブを！会員

を（自分）を！」ということでございます。これは

超我の奉仕に逆らった標語でございまして、私も道

下先生に電話するまでは、自信満々でしたが、道下

先生に怒られると思いましたが、何とか、やー君評

判良いよと言う感じで言われました。と言うのは、

今までは超我の奉仕は、自分よりも他人にまずはや

りましょうよと言う事でしたが、私はそうは思いま

せん。私は自分が大切なのだ、自分がなくしてロー

タリークラブは無いんだ、自分を楽しんで、隣に座

っている長倉さんを褒めて、ガッチリ褒めて体重を

減らしてお互い頑張りましょう。南ロータリークラ

ブさんを褒めまして、釧路は不景気だけれども大丈

夫、伊東代議士がついているから大丈夫だ、と言う

ような感じで前向きに楽しく考えて行こうと私は思

っております。深く考えると碌なことがございませ

んので、これは伊東代議士に任せて、釧路経済は大

丈夫だと言う事を今日、確約して頂けるそうでござ

います。そこで、ロータリーの出会いに感謝と言う

事でございまして、会長さんが私の標語を使って頂

きました。ロータリーの出会いに感謝、これはどの

ような事かと申しますと人に寄って其々違いますが、

ロータリーのＥクラブの中に4分程のビデオが有る

わけです。そこで奉仕したい人は沢山いるのですが、

ところが奉仕の仕方が解らない方が多いわけです、

例えば、一万円持っていてロータリーの奉仕をした

いと思いましても、精々個人で出来ることは、ゴミ

拾いとかくらいしかできません。ロータリーの力を

借りますと、皆でやりますから、色々なことが出来

ます、例えば財団でもって一万円を持ってアフガニ

スタンの子供を救いましょうと言っても何も出来な

いわけです。例えば全国のロータリアンが力を合せ

てやれば、この一万円が何人かの命を救える訳です。

これは非常に大切なことだと思います。ですからロ

ータリーで人と出会う事も大切なわけですが、奉仕

が出来るということも大切であると思います。両方

楽しく出来ることが理想でございます。まずは自分

を考えましょうという私の考えです。これは、私の

1年間の考えですのでご容赦願いたいと思います。

超我の奉仕ももちろん大切ですが、まず自分たちが

奉仕をして、自分たちが楽しまなければいけないの

ではないかと思います。隣に座っているロータリア

ンの方、夫婦の奥さん・子どもを讃えて、讃えて、

楽しくしようということが私の気持ちです。もちろ

ん、クラブは素晴らしいクラブだと誇りを持って、

地域も誇りも持って、皆さんも自分たちで褒め合っ



て行きたいと私は思っています。今回、私のクラブ

の皆さまのおかげで、ロータリーの色々な方とお会

いして、ロータリーの出会いには本当に感謝してい

ます。また、地域のロータリーの奉仕をこのような

小さいエリアでも、素晴らしい奉仕をしていること

を見させていただき、本当に、勉強になりました。

そこで、明るく、楽しく、自分も・会員も、居心地

のいい楽しい1年を皆さんに味わっていただきたい

と思っております。毎週、このように皆さんとお顔

を合せるということは素晴らしいことで、親・兄弟

でもなかなか出来ないことであります。まして、こ

のような高級な料理を食べて、我々もそうですが例

会が出来るというクラブは2500地区でいえば、3分

の1位だと思います。他の地域では、弁当を食べる

クラブが3分の1あります。○○商工会の会議室や

○○銀行で行うなどがあります。それでも、皆さん

がこうして頑張っているのであって、ご飯のないロ

ータリークラブもあります。そこで「長所を見つめ、

ロータリーの楽しさを追求しましょう」ということ

ですが、いかに我々が問題点を見つけて改善しよう

とすると、「短所はここだから、これを改善しよう」

とします。ですが、「短所というのは、まず、埋まら

ない」と考えてもらえればいいと思います。そこで

「長所でカバー出来るくらい、長所を伸ばしましょ

う」と私は思います。これは「○○をすべき、○○

をしなければいけない」が、クラブの発展を阻害し

ていると、私は色々なクラブに行かせていただいて

感じているところです。我々の地区・分区で、そう

でないクラブもありますが、我々のクラブでは、入

って2年で副幹事、3年目に幹事、5年目に会長とい

うのが大体のパターンなのです。3年目でクラブ幹

事になった人が、先輩にどういう風にしたらいいの

でしょうかと聞くと、自分で考えて、自分のやりた

いことをしましょうよというのが、我々のクラブで

す。ところがなかなか、そういうクラブが少ないの

が現状で、〇〇様クラブが多いので、会長・幹事が、

心底やりたいことが出来ないクラブが多いようです。 

私は、どのクラブでも訴えているのですが、クラブ

の活性化というものは、〇〇様クラブではなくて、

その会長・幹事、最高決定機関である理事会を立て

るようにして、それに従うことが最高のクラブの活

性化であると思います。それを行うことで、ホッと

するクラブになると思います。一番大切な事は、自

分のクラブに入りたいですかという質問一語に尽き

ると思います。画期的な方法はありませんかと聞か

れるのですが、あれば私のクラブで聞きたいなと思

うくらいで、会員拡大で苦労しないクラブは少ない

のではないかと思います。ロータリーのお客様は一

体誰なのだろう。自分のスポンサーのためか、会社

のためか、奉仕された地域のためか、世界のため、

色々あると思いますが、やはり我々が感動する喜び、

奉仕する喜び、ふれあう喜び。という感動を味あう

ことが、素晴らしいことであって、ロータリーのお

客様というのは、誰でもない自分達ではないかなと

思います。  

未来の夢計画は省きまして。  

本当に、本当にですね、職業研修チーム（VTT）に福

井さんが２年間かかりっきりでありまして、血尿が

出るくらい悩まされました。今年の8月１１日に旭

川北ロータリークラブの森山先生が団長で、歯科衛

生師が3人と技工士が１人の４人でプーケットに行

ってきました。歯科の奉仕をして参りました。歯科

の奉仕と言いましても、ただ歯を抜くだけでは無く

て、もっと高度な、向こうの保険局との付き合いの

中で、自分たちの歯科のレベルを上げる事と疫が調

査でございます。非常に大成功で帰ってきました。 

本当にですね、これが世界で良いことをしょうと言

う事でございます。財団へ皆様が一万円を寄付する

と、どれだけの人間が救われているかと言う事でご

ざいます。  

これは釧路にいても解りませんし、日本にいてもな

かなか解らないですけども、私は、ここに渡部さん

と一緒に、６、７年前に皆さんに1,000円ずつの寄

付のお願をしまして、地区のお金も使い、ここに、

バンコクから２５０Ｋ位の所に浄水器を作りまし

た。このような奉仕活動でこんなに喜んで頂けるの

かと思いました。それからマッチングランドのとり

こになりました。マッチングランドとは３万ドルか

かるとしますと、一万ドルは地区のＤＤＦで出しま

す、５０００ドルは貰った国がお金を出します、貰

った国の方々がお金を出させないと大切に使わな

いものですから、お金を出させます。それで一万五



千ドルにしたら、財団から一万五千ドル出しまして

三万ドルの事業が出来ます。三万ドルと言いますと、

だいたい三千ドル位の浄水器を１０台位付けるこ

とが出来ます。六千ドル位の浄水器ですと５台買う

ことが出来ます。その浄水器を付けることに寄って

地区の人間や学校の人間が助かる確率が非常に高

くなります。なぜ助かるかと言いますと、いわゆる

タイ当たりではだいたい 15％位が水で死ぬわけで

ございます。向こうは保険制度が無いものですから

そのまま病気になったら終わりと考えております。

日本より1.4倍の国土がありまして、だいたい人口

は 6 千万人位おりまして、平均寿命はだいたい 60

歳位でございますので、ロータリアンも非常に若い

わけで、向こうの、3330地区の話ですけども、非常

に女性の多いクラブの地区でございまして、女性だ

けのクラブもありますし、美しい方も美しくない方

も、若い方も若くない方もおられます。こちらに、

ミャンマーがあり、こちらにタイのバンコクがあり

ます。この川が『クワイ河マーチ』で有名なクワイ

川です。これは、震災のあった次の日の写真です。

さすがの 3330 地区でも派手な宴会を止めまして、

私たちに合わせて地味な宴会になりました。この宴

会の時に、30万バーツ（日本でいうと100万円）集

めていただいて、日本で最初の義援金ではないかと

思います。この方は、タイの米山奨学生で 3350 地

区のガバナーをしています。地下鉄の社長でもあり、

高速道路の副総裁です。米山に対して非常に感謝し

ておりました。皆様方には沢山の寄付をお願い致し

まして、時間が来ましたのでここで終わらせていた

だきます。ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葭本ガバナーより菅原新入会員へバッチの贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葭本ガバナーより奈良新入会員へバッチの贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井パストガバナー補佐より締めの挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葭本ガバナーと記念撮影 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆    

・・・・次回次回次回次回のプログラのプログラのプログラのプログラムムムム 

１０月１１日（金） 

「 地区大会を前にして 」※クラブアッセンブリー 

会場 釧路東急イン 

 担当：会長・幹事 

・・・・点点点点 鐘鐘鐘鐘                                                        佐藤玄史会長 

今週の会報担当：長江勉会員 


